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 海産物農業は、海中養殖の一種であるが、各種養殖を成長段階を 

考慮した適正な深さの海中で行い、収穫では作業員が海に潜ること 

なく、海水に股下まで浸り、農作業の感覚で各種の作業ができる。 
 

1. 序論：従来の水産業が直面する危機と「海産物農業」の必要性 
 地球規模の環境変化と人口増加が急激に進む中、人類の食糧安全保障はかつて 

ない大きな岐路に立たされています。特に、世界の主要な水産資源を支えてきた海 

洋環境は、地球温暖化に伴う海水温の上昇、海洋酸性化、過剰漁獲による資源枯渇、 

ならびに赤潮や寄生虫・病原体の発生増加といった深刻な危機に瀕しています。これ 

までの「獲る漁業（天然漁業）」は捕獲量の不安定さに悩まされ、「従来の沿岸養殖業」 

もまた、海面水温の上昇や異常気象、病気による大量致死といったリスクをダイレクト 

に受ける構造となっています。  

 

 これらの課題を根本から解決し、持続可能で安定した食糧生産システムを構築する 

ための革新的な解決策が「海産物農業（Marine Farming System）」への転換です。 

「海産物農業」とは、水産物を単に自然任せの海洋環境で育てるのではなく、高度 

なテクノロジー、環境制御技術、および生態系の多栄養循環システムを組み込み、陸 

上の施設園芸農業のように計画的・効率的・持続可能に生産管理する新たな一次産 

業モデルです。本構想は、海洋が持つ広大な空間と資源のポテンシャルを最大限に 

引き出し、地球温暖化への適応と脱炭素社会（ブルーカーボン創出）の実現を同時に 

狙う、次世代型の生産体系を提示します。  

 

持続可能な海洋未来を切り拓く：「海産物農業」への転換構想 
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1) AIとワイヤー昇降装置による動的・水深制御 

従来の養殖網や生け簀（いけす）は海面付近の一定の水深に固定されていたため、 

高水温や赤潮の影響を回避することが困難でした。海産物農業では、センサーアレイ 

が海水温、日照量、溶存酸素量、プランクトン発生状況などをリアルタイムで計測しま 

す。 

 

AIはこれらのデータを即座に解析し、ワイヤー昇降装置を通じて養殖ユニット全体 

の設置水深を動的に自動調整します。夏場の猛暑や海面付近での赤潮発生時には 

ユニットを冷たい深層へ退避させ、冬場や日照が必要な時間帯には表層へ移動させ 

るといった緻密な制御を行うことで、過酷な外気・水温変化から水産物を保護し、歩留 

まり 80%以上という驚異的な安定生産を実現します。  

 

2) 無菌深海層（水深 200m〜600m）の利活用とドローン給餌 

海産物農業において、成長段階に応じた最適な深海利用は重要です。水深 200m 

〜600mの深海層は、光が届かないため植物プランクトンや一般的な病原菌、寄生 

虫、有害雑菌が存在しない「クリーンな無菌環境」です。また、年間を通じて水温が低 

く一定に保たれています。 

 

 
 

成育・成魚段階にある高級エビ類（サガミアカザエビ等）や深海魚類をこの無菌環 

境で育成することで、安全かつ高品質な肉質の形成が可能となります。 
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3. 生産性の最大化：生物特性に応じた水深設計と最適配置 
海産物農業では、飼育・栽培する生物の生態的特性と光合成要件に基づき、水域 

を効率的に階層分けして配置します。 

カテゴリ 対象生物・藻種 最適水深 
生態的理由およびシステム上の

役割 

初期育

成（全

般） 

ウニ、エビ、貝ウウ

ウニ類、カニ、魚類

全般の幼生 

水深 10m 

〜 30m 

水温が高く栄養や光が豊富なた

め初期成長を加速。天敵から保

護しつつ集中的に管理。 

浅海性

海産物 

ウニ類（バフンウニ

等） 

水深 0m 

〜 20m 

光が届き、餌となる海藻（藻場）

が豊富。岩礁地帯の生態を再

現。 

 カキ（マガキ等） 
水深 0m 

〜 10m 

植物プランクトンが最も豊富な表

層域。いかだ垂下式等で養殖。 

 一般貝類（アサリ・

ハマグリ） 

水深 0m 

〜 10m 

砂泥底の浅瀬。潮間帯〜浅海域

の環境を利用。 

 一般貝類（ホタテガ

イ） 

水深 10m 

〜 30m 

やや低い水温と砂泥底を好むた

め、やや深い浅層〜中層で育

成。 

深海適

応種 

高級エビ類、深海

魚（アカマチ等） 

水深 

200m 〜 

500m 

無菌・低温・高圧環境で病気リス

クをゼロ化し、肉質を引き締め

る。 

緑藻類 
アオサ、アナアオ

サ等 

水深 0m 

〜 3m 

強い光を好み成長速度が極めて

速い。単位時間あたりの CO2吸

収率が高い。 

褐藻類 
コンブ、ワカメ、モ

ズク等 

水深 2m 

〜 10m 

1株あたりの炭素固定量が大き

い。ウニ・アワビの直接の餌や魚

類の隠れ家に。 

紅藻類 ノリ、テングサ等 
水深 3m 

〜 15m 

青色光を利用可能なためやや深

い層でも光合成可能。高い商業

価値。 

＜特許情報＞ 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7240055?apn=79255 
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4. 多栄養段階複合養殖（IMTA）と循環型エコシステム 
海産物農業の生態系的優位性は、浅瀬（水深 0m〜5mの表層）を中心として展開

される多栄養段階複合養殖（IMTA: Integrated Multi-Trophic Aquaculture）にありま

す。単一の魚種のみを大規模養殖する従来手法は、給餌の残渣や排泄物による自

家中毒・海底汚染が懸念されていました。本システムでは、性質の異なる複数の生物

群を同一空間で循環補完させます。 

 

1. 自己完結型の餌供給サイクル 

表層で養殖する大型褐藻類（コンブやワカメ）は、同ユニット内で飼育されるウニや

アワビ、草食性貝類の新鮮な天然生餌として直接供給されます。これにより、外部か

らの商業用人工飼料への依存度を劇的に減らすことができます。 

2. 排泄物と栄養塩の浄化システム 

魚類やカキ・貝類が排出するアンモニア、窒素、リンなどの排泄物は、海藻類にと

って成長に不可欠な最高品質の肥料（栄養塩）となります。海藻がこれらを即座に吸

収・同化することで、水質汚濁や赤潮の原因となる富栄養化を未然に防止します。 

3. 呼吸の相互補完（溶存酸素と CO2の交換） 

魚類やカキの呼吸によって発生する海中の CO2は海藻類の光合成に活用され、

逆に光合成の副産物として大量に生成される溶存酸素は、魚類や貝類の活力を高

めます。 

 

5. 環境貢献とライフサイクルにおける炭素中立（カーボンニュートラル） 
本構想は、単なる食糧生産システムにとどまらず、地球規模の気候変動対策（ブル

ーカーボン創出）の強力なエンジンとして機能します。  

 

1) 海藻によるブルーカーボン創出と深海固定化 

海洋生態系によって取り込まれる炭素は「ブルーカーボン」と呼ばれます。水深 0m〜

5mの最表層で高密度栽培される海藻類は、極めて高い光合成能力を発揮して海中

の CO2を固定化します。さらに、成長過程で脱落した海藻の葉状体や有機物は、深

海底へと沈殿・堆積します。深海の無酸素・低温環境下ではこれらが容易に分解され

ないため、炭素は数百年から千年単位で大気循環から隔離・貯留されることになりま

す。  

2) 食用利用におけるカーボンニュートラルの理論構造 

「海藻を食用として多量に消費・排泄した場合、最終的に CO2に戻るため環境効果

が相殺されるのではないか」という疑問が生じることがあります。しかし、ライフサイク

ル全体で評価した場合、海藻の食用利用は明確にカーボンニュートラル（炭素中立）

を達成しています。 

 

• 大気由来炭素の巡回（ショートサイクル） 

海藻が成長時に吸収する炭素は、もともと大気から海洋へと溶解した二酸化炭素

です。人間が海藻を摂取・代謝・排泄し、微生物によって分解されて大気中に CO2と

して戻ったとしても、これは「大気中に元々存在した炭素が循環しただけ」に過ぎませ
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ん。石油や石炭のような化石燃料の燃焼とは異なり、大気中の CO2総量を絶対的

に増やすことはありません。 

 

• 高負荷な畜産代替による温室効果ガスの間接的削減 

海藻や海産物を日常的な主要タンパク質・栄養源として多用することは、生産過程で

大量の温室効果ガス（メタンや一酸化二窒素）や広大な森林伐採を伴う陸上畜産（牛

肉や豚肉等）の消費を代替することを意味します。結果として、人類全体の食事に起

因する環境負荷を大幅に削減します。 

 

6. 将来像と転換へのロードマップ：海洋農業が拓く未来 
「獲る漁業」から「海産物農業」への転換は、沿岸地域の経済構造を抜本的に再構

築し、次世代の持続可能な産業基盤を確立する大きなイノベーションです。  

【海産物農業転換によるインパクト】 

 

 1) 安定した食糧インフラの確立 

異常気象や海水温上昇に伴う不漁・養殖全滅のリスクを回避し、年中を通じて安全

で高品質な水産物を安定価格で市場へ供給できる体制を整えます[cite: 1]。深海水

域での無菌養殖物は「完全無薬・超高品質ブランド」として高い付加価値を生み出し、

国際的な輸出競争力を確保します。 

 

2) 新たな海洋産業と雇用の創出 

従来の危険・きつい・厳しいと言われた一次産業のイメージを刷新します。AIプロ

グラミング、ドローン遠隔操作、データアナリティクス、洋上再生可能エネルギー設備

メンテナンスなど、若年層や高度技術人材を引きつける魅力的な「ブルーテック産業」

としての雇用を地域に創出しま。 

 

3) 地球環境の回復と持続可能性の両立 

海洋の栄養塩過多による赤潮問題の解決、過剰漁獲にさらされた天然資源の休

養・再生、そして大規模なブルーカーボン創出による温暖化防止など[cite: 2]、海産

物農業を推進すること自体が海洋生態系全体の健全化に直結します。 

 

結語 
「海産物農業」への転換は、自然の恵みに頼るのみであった従来の水産業を、高

度なテクノロジーと生態系循環モデルによって進化させる必然的なパラダイムシフト

です。 

水深に応じた生態系ハイブリッド配置、AI・ドローンによる全自動化、そして海藻類

を中心とした脱炭素循環システムを融合させることで、食糧危機と地球温暖化という

現代の二大難題に対する決定的な回答となります。今こそ、関係機関・地域社会・技

術者が一体となり、この持続可能な海洋農業への転換を強力に推進すべき時期に来

ています。 
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【第 1 段階：環境調査とインフラ設置】 

1. AI海中ドローンによる事前計測 

o 海中ドローンを予定海域へ派遣し、水深（200m〜500m）、海底地形、潮流、各 

深さの水温・酸素濃度を計測します。 

2. 固定・昇降インフラの配備 

o 計測データに基づきアンカー（碇）と浮力体付き軽量ロープの長さを設定しま 

す。 

o 木造人工島拠点に「AI・巻き取り装置」および AIクレーン、AI・Sea sola 

（高効率積層ソーラー）を設置し、電力を自給自足させます。  

 
【第 2 段階：ふ化および海面（水深 10〜30m）での初期育成（魚とエビの違

い）】 

1. 細目防魚ネットの展開 

o 木造人工島直下の海面近く（水深 10〜30m）に竹製フレームと「細目防魚ネッ 

ト」による養殖ユニットをセットします。水温が高く栄養の豊富な海面近くで 

稚魚・稚エビの成長速度を極大化させます。  

2. 魚（アカマチ）の管理 

o 卵・幼魚の特性：アカマチの卵は比重が軽く海面へ浮上する「浮遊卵」のため、 

海面近くのユニット上部に集卵フィルターを設置して保護します。ふ化直後は 

ワムシ等の微小生餌を投与します。 

3. エビ（サガミアカザエビ）の管理 

o 幼生の特性：エビの幼生は底生性で共食いをする性質があるため、ユニット内 

（沖縄県）亜熱帯深海領域における「海産物農業」運用マニュアル 
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部を立体的に区切った「多層シェルター構造」にし、初期生存率を高めます。 

 

【第 3 段階：深海層（水深 200〜400m）への移動と順化】 

1. 粗目ネットへの交換 

o 成長に伴い、潮流抵抗を減らして潮通しを確保するため、網目の粗いネットへ 

交換します。 

2. AI昇降による自動順化 

o 作業者がスマホで「深海移動」を指示すると、AI巻き取り装置が作動。1〜2 

日かけてユニットを水深 200〜400mの目的深海層までゆっくり降下させ、水温 

変化（20℃強→8〜10℃）に段階的に慣れさせます。  

 

【第 4 段階：深海層での AI ドローン自動給餌（魚とエビの違い）】 

1. 底開閉式ドローン給餌 

o AIクレーン船から底開閉式餌 BOXを積んだ AI海中ドローンを派遣し、ユニッ 

ト上部から給餌します。 

2. 魚（アカマチ）への給餌 

o 飼料形態：中層を泳ぎ回るアカマチには、ユニット内をゆっくり沈下する「沈 

降性配合ペレット」を上部から撒くように投与します。 

3. エビ（サガミアカザエビ）への給餌 

o 飼料形態：ネット底面に留まるアカザエビには、拡散せず一気に底まで落ちる 

「高比重着底性ペレット（または魚肉練り餌）」をドローンで確実に網の底面 

へ届けます。  

 

【第 5 段階：自動回収と出荷】 

1. 体内減圧に配慮した引き上げ 

o スマホの音声指示により、AI巻き取り装置が深海魚のウキブクロ破裂や減圧シ 

ョックを防ぐ最適な速度で海面までユニットを引き上げます。  

2. 無菌・高品質出荷 

o 作業者は海水に潜ることなく水上でファスナーを開けて収穫。寄生虫や病原菌 

の存在しない深海で育った「完全無菌・沖縄深海ブランド」として出荷します。  

 

3. 予想される巨額の経済効果と波及効果 

1. 高付加価値化と圧倒的利益率 

o アカマチ：成魚 1匹（2〜3kg）あたり約 2万〜4万円。 

o サガミアカザエビ：1尾当たり約 3,000円〜6,000円。 

o 深海の無菌環境育ちという安全・安心の付加価値により、国内外の高級鮨店・

高級フレンチ向けに天然物以上の高値で安定取引されます。  

 

2. 生存率（歩留まり）の劇的改善による生産性向上 

o 一番死亡率が高い稚魚・稚エビ期を浅場で保護し、大きくなってから深海へ移 

すため、天然の生息域を遥かに超える 80%以上の生存率を達成し、莫大な増産 

効果を生みます。 
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3. 地域雇用の創出と輸出産業化 

o AIやドローンの管理、陸上加工、世界物流との連携により、沖縄県内に新たな 

一次・三次産業が融合したスマート水産業拠点を形成。アジア圏を中心とした 

富裕層市場へ向けた一大輸出産業へと成長します。  

 

（北海道）冷水・深海領域における「海産物農業」運用マニュアル 
  

【第 1 段階：環境調査とインフラ設置】 

1. AI 海中ドローンによる事前計測 

• AI 海中ドローンを予定海域（噴火湾、オホーツク海、釧路沖等）へ派遣し、

水深（200m〜600m）、海底地形、親潮系の極低温潮流、各深さの水温（0〜5℃

帯）や酸素濃度を事前計測します。  

 

2. 固定・昇降インフラの配備 

• 計測データに基づき、極寒の荒波にも耐えうる強力アンカー（碇）と浮力体付

き高強度ロープの長さを設定します。  

• 耐氷・防寒仕様の木造人工島拠点に「AI・巻き取り装置」、寒冷地仕様の AI 

クレーン、および寒冷地対応の AI・Sea solar（高効率積層ソーラー）を設置

し、厳しい環境下でも電力を自給自足させます。  

 

【第 2 段階：ふ化および海面〜浅層（水深 10〜30m）での初期育成】 

1. 細目防魚ネットの展開 

• 木造人工島直下の海面近く（水深 10〜30m）に、極寒に耐える耐寒フレームと

「細目防魚ネット」による養殖ユニットをセットします。春先のプランクトン

（豊穣の海）と日照を活用し、稚魚・稚エビの初期成長速度を極大化させます。  

2. 魚類（キチジ／キンキ）の管理 

• 卵・幼魚の特性： キンキの卵は粘着性のあるゼラチン質に包まれて浮遊・定

着する特性を持つため、ユニット上部に保護用マトリックス枠を設置します。

ふ化直後は極小ワムシやアルテミア等の微小生餌を微量投与します。  

3. 甲殻類（ボタンエビ／トヤマエビ）の管理 

• 幼生の特性： ボタンエビの幼生（ゾレア・ミシス期）は着底性が強く、脱皮

時の共食い頻度が高いため、ユニット内部を立体的に区切った「多層メッシュ

シェルター構造」を採用し、初期生存率を大幅に引き上げます。  

 

【第 3 段階：冷水深海層（水深 200〜500m）への移動と順化】 

1. 粗目ネットへの交換 

• 生長に伴い、激しい潮流抵抗を減らして豊富な酸素と海水の通りを確保するた

め、耐磨耗性の高い粗目ネットへ交換します。  

2. AI 昇降による自動順化 

• 作業者がスマートフォン等から「深海移動」を指示すると、AI 巻き取り装置

が作動。  
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• 1〜2日かけてユニットを目的の極冷・高圧深海層（水深 200〜500m、水温 1〜

4℃）まで低速で降下させ、深海特有の水圧と極低温環境へ段階的に適合・順

化させます。  

 

【第 4 段階：深海層での AI ドローン自動給餌】 

1. 底開閉式ドローン給餌 

• AI クレーン船から底開閉式餌 BOX を積んだ寒冷地対応 AI 海中ドローンを派

遣し、水深数百メートルのユニットへ直接アプローチして給餌します。  

PDF 

2. 魚類（キンキ）への給餌 

• 飼料形態： 底層近くで定着・浮遊するキンキには、脂質含有量が高く、深海

の水圧下でもゆっくり沈下する「超高脂質・沈降性ペレット」を投餌し、あの

極上の脂の乗り（ドロッとした上質な白身）を形成させます。  

3. 甲殻類（ボタンエビ）への給餌 

• 飼料形態： ネット底面に集積するボタンエビには、流失を防ぎ甘みを増す成

分（アミノ酸等）を凝縮した「高比重着底性ペレット（および北海道産魚肉練

り餌）」をドローンで網底へ確実に直接着底させます。  

 

【第 5 段階：自動回収と出荷】 

1. 体内減圧・水温変化に配慮した引き上げ 

• スマホの音声指示により、AI 巻き取り装置が深海魚特有の減圧ショック（ウ

キブクロ膨張・目玉の飛び出し）を防ぐ最適な低速・段階的速度制御で海面ま

で引き上げます。  

2. 無菌・最高品質出荷（北海道ブランド） 

• 作業者は海水に潜ることなく水上でファスナーを開けて収穫。  

• 雑菌や病原菌が存在しないクリーンな北海道の深海で育った「完全無菌・身の

締まり・脂乗り抜群の高級北海道ブランド」として生鮮出荷します。  

•  

【第 6 段階：予想される巨額の経済効果と波及効果】 

1. 超高付加価値化と圧倒的利益率 

• キチジ（キンキ）： 成魚 1匹（500g〜1kg サイズ）あたり約 8,000 円〜

25,000 円。極上の脂乗りと美しい魚体（皮目の損傷なし）を保証。 

• ボタンエビ： 大型 1尾あたり約 1,500 円〜3,500 円。身の透明感と濃厚な味

噌、完全無菌の安全性を担保。 

• 国内外の最高級料理店・高級鮨店・銀座や豊洲の有名仲買、アジア・欧米の富

裕層向けに、天然物を凌駕する圧倒的品質で超高値安定取引が実現します。  

2. 生存率（歩留まり）の劇的改善 

• 幼少期の死亡率が最も高い時期を浅場・防護ユニット内で集中管理・保護し、

成長後に理想的な深海域へ移行させるため、天然生息域では 10%未満とされる

生存率を 80%以上 にまで劇的に引き上げ、莫大な増産効果を生み出します。  

3. 北海道の寒冷水産イノベーションと世界輸出拠点化 
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• AI・ドローン技術と寒冷地一次産業が融合することで、酷寒の冬場でも安定稼

働する「全自動・次世代スマート深海農業」のモデルを確立。  

 

• 北海道から東京、ひいては世界各国の富裕層マーケットへ直行する高利潤な超

高級水産物のグローバル輸出インフラを形成します。  

 

「AI 海中ドローン」の概要（深海のレアアース・金の採掘と併用） 

「海産物農業」において AI海中ドローンは、深海層（水深 200m〜600m）に設置され

た養殖ユニットへの全自動給餌や水質管理を担う中心的な装置です。危険な深海作

業から人を解放し、安全かつ効率的な一次産業を実現します。  

• 環境調査と遠隔操作： 事前に予定海域へ派遣され、水深や潮流、水温、酸素

濃度を自動計測します。作業者はスマートフォンを通じて AIクレーン船やドロ

ーンと会話するだけで、必要な動作の指示や給餌・収穫日の相談が可能です。  

• 最適な自動給餌システム： 船上から派遣されたドローンは底開閉式の餌

BOXを保持し、目的の養殖ユニットへ正確に移動します。中層を泳ぐ魚類（ア

カマチやキンキ）にはゆっくり沈下するペレットを撒き、底生の甲殻類（サガミア

カザエビやボタンエビ）には散らばらない高比重の着底性ペレットを網底へ直

接届けるなど、生物に応じた最適な給餌を行います。  

 


